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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第54期

第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日

自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日

自　平成25年３月１日
至　平成26年２月28日

売上高 （百万円） 113,347 114,625 151,067

経常利益 （百万円） 6,353 5,526 8,727

四半期（当期）純利益 （百万円） 3,721 3,039 5,018

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,738 3,034 5,023

純資産額 （百万円） 59,121 61,687 60,406

総資産額 （百万円） 84,655 87,087 86,208

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 97.39 79.54 131.33

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 97.13 79.29 130.85

自己資本比率 （％） 69.61 70.44 69.85

 

回次
第54期

第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年９月１日
至　平成25年11月30日

自　平成26年９月１日
至　平成26年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.43 25.26

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。なお、第１四半期連結会計期間において、北京好麦道餐飲管理

有限公司(中国)は、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境等が改善したものの、消費税率引き上げに

伴う駆け込み需要の反動の影響もあり生産が弱含む等、力強さを欠きました。

　当外食産業におきましては、物価の上昇や天候不順等の影響もあり、個人消費は低調に推移し、加えて原材料価格

の上昇や人手不足が大きな課題となる等、厳しい事業環境が続きました。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、引き続き新規出店を推進すると共に、店舗のＱＳＣ(品質、

接客、清潔感)向上、商品力の強化、効果的な販売促進活動の展開に努めました。また、「ほっともっと事業」にお

いてフランチャイズ展開を推進すると共に、「やよい軒事業」においても加盟店の募集を行い、さらなる営業基盤の

強化に向けて、活動いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,146億25百万円(前年同期比1.1％増)、営業利益は46億63百

万円(前年同期比18.4％減)、経常利益は55億26百万円(前年同期比13.0％減)、四半期純利益は30億39百万円(前年同

期比18.3％減)となりました。売上高につきましては、新規出店により店舗数が増加したことが要因で、前年同期実

績を上回りました。利益面につきましては、売上高の増加があったものの、店舗運営に係る人件費等の増加が要因

で、前年同期実績を下回りました。

 

［国内における店舗展開の状況］

 
前連結会計
年度末

新規出店 退店
当第３四半期
連結累計期間末

改装・移転

ほっともっと 2,692店 94店 53店 2,733店 117店

やよい軒 247店 23店 2店 268店 12店

ＭＫレストラン 32店 ― 1店 31店 ―

合計 2,971店 117店 56店 3,032店 129店

 

［海外における店舗展開の状況］

 展開エリア
前連結会計
年度末

新規出店 退店
当第３四半期
連結累計期間末

ほっともっと
中国 5店 ― ― 5店

韓国 4店 2店 2店 4店

やよい軒

タイ 115店 15店 1店 129店

シンガポール 4店 1店 ― 5店

オーストラリア ― 1店 ― 1店

台湾 ― 1店 ― 1店

合計 ― 128店 20店 3店 145店

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

①ほっともっと事業

　定番商品である「幕の内弁当」等について、素材にこだわり品質を高めるリニューアルを実施する一方、初めて

生のまぐろを使用した海鮮メニュー「ねぎまぐろ丼」や台湾料理の「ルーローハン」等の新商品も発売いたしまし

た。また、おいしさだけでなく健康にもこだわった「金芽ごはん」を使用して、店内調理による手づくりの特長を

活かした商品の提供に努め、競合店との差別化を図りました。
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　加えて、webを利用した宅配・受取予約・物販の新サービス「Netto Motto(ネットモット)」を全店で導入し、

お客様に新たな「ほっともっと」の利用方法を提供することで、利便性の向上を図りました。

　フランチャイズ展開につきましては、「ユニットＦＣ制度」を利用して、引き続き新規オーナーの獲得及び既存

オーナーの多店舗化に積極的に取り組んだ結果、加盟店は順調に増加しております。

　これらにより、既存店売上高は、前年同期比100.0％となりました。

　以上の結果、売上高は、916億26百万円(前年同期比1.2％減)、営業利益は33億79百万円(前年同期比28.1％減)と

なりました。売上高につきましては、店舗数は増加したものの、直営店の加盟店への移管が進んだことにより、前

年同期実績を下回りました。営業利益につきましては、店舗運営に係る人件費等の増加が要因で、前年同期実績を

下回りました。

 

②やよい軒事業

　素材や手作り感にこだわった定食メニューをお手頃な価格で提供することを基本に、「冷汁ととり南蛮の定食」

「すき焼き定食」等の郷土性や季節感を取り入れた商品を発売し、他店との差別化を図りました。また、お客様に

快適にご利用いただけるよう、店舗のＱＳＣの向上に努めると共に、テレビＣＭの放映やディスカウントキャン

ペーンを効果的に実施し、お客様の来店促進を図りました。

　また、本格的にフランチャイズ展開を推進するため、新規オーナーの募集を行いました。

　店舗展開につきましては、初めて四国地方に出店する等、事業展開エリアを着実に広げております。

　これらにより、既存店売上高は、前年同期比104.6％と好調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は205億83百万円(前年同期比14.5％増)、営業利益は13億69百万円(前年同期比23.4％増)と

なりました。

 

③ＭＫレストラン事業

　豊富な具材と個性豊かなスープが選べる「ＭＫ鍋」に、本格飲茶や一品料理も取り揃え、より多くのお客様にお

楽しみいただけるメニューに一新いたしました。また、店舗のＱＳＣの向上に努めると共に、テレビＣＭの放映や

携帯電話・スマートフォンを利用した「ＭＫポイントサービス」会員の獲得にも注力する等、お客様の来店促進を

図りましたが、既存店売上高は前年同期比96.2％にとどまりました。

　以上の結果、売上高は24億15百万円(前年同期比8.5％減)、営業利益は50百万円(前年同期比70.0％増)となりま

した。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ８億78百万円増加し、870億87百万円と

なりました。内訳は、流動資産が４億34百万円減少したこと、固定資産が13億13百万円増加したことであります。流

動資産の減少は、現金及び預金が24億68百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が２億17百万円増加したこと、商

品及び製品が17億63百万円増加したことなどによるものです。また、固定資産の増加は、有形固定資産が22億52百万

円増加したこと、投資その他の資産が９億90百万円減少したことなどによるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ４億１百万円減少し、253億99百万円となりました。内訳は、流動負債が６億74

百万円増加したこと、固定負債が10億76百万円減少したことであります。流動負債の増加は、支払手形及び買掛金が

10億17百万円増加したこと、未払費用が７億63百万円増加したこと、未払法人税等が14億12百万円減少したことなど

によるものです。また、固定負債の減少は、訴訟損失引当金が13億39百万円減少したことなどによるものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ12億80百万円増加し、616億87百万円となりました。これは、利益剰余金が四

半期純利益により30億39百万円増加したこと、剰余金の配当により19億10百万円減少したことなどによるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 92,568,000

計 92,568,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 44,392,680 44,392,680
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 44,392,680 44,392,680 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年９月１日～

平成26年11月30日
─ 44,392,680 ─ 3,461 ─ 3,881
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 6,174,500
―

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　38,181,100 381,811 同上

単元未満株式（注） 普通株式   　37,080 ― 同上

発行済株式総数 44,392,680 ― ―

総株主の議決権 ― 381,811 ―

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式40株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社プレナス

福岡市博多区上牟田

１丁目19番21号
6,174,500 ― 6,174,500 13.91

計 ─ 6,174,500 ― 6,174,500 13.91

 

２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役　やよい軒(営業・FC開

発・業務)・海外事業担当

取締役　やよい軒営業・やよ

い軒FC開発・海外事業担当
田渕　豪 平成26年９月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,138 21,670

受取手形及び売掛金 2,577 2,795

商品及び製品 4,959 6,723

原材料及び貯蔵品 38 55

その他 2,958 2,995

貸倒引当金 △212 △214

流動資産合計 34,460 34,025

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 24,320 26,091

その他（純額） 9,657 10,138

有形固定資産合計 33,978 36,230

無形固定資産 372 423

投資その他の資産   

その他 17,413 16,426

貸倒引当金 △15 △19

投資その他の資産合計 17,397 16,407

固定資産合計 51,747 53,061

資産合計 86,208 87,087

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,059 6,076

未払法人税等 1,898 486

賞与引当金 312 83

ポイント引当金 96 97

株主優待引当金 93 15

資産除去債務 12 59

その他 8,413 9,743

流動負債合計 15,886 16,560

固定負債   

訴訟損失引当金 1,339 -

資産除去債務 4,129 4,269

その他 4,445 4,569

固定負債合計 9,915 8,838

負債合計 25,801 25,399
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,461 3,461

資本剰余金 4,916 4,916

利益剰余金 63,875 64,961

自己株式 △12,035 △12,035

株主資本合計 60,218 61,303

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △0 13

為替換算調整勘定 - 26

その他の包括利益累計額合計 △0 39

新株予約権 188 235

少数株主持分 - 109

純資産合計 60,406 61,687

負債純資産合計 86,208 87,087
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 113,347 114,625

売上原価 52,123 53,259

売上総利益 61,224 61,366

販売費及び一般管理費 55,507 56,702

営業利益 5,716 4,663

営業外収益   

受取利息 40 47

受取配当金 2 8

為替差益 366 558

固定資産賃貸料 110 117

持分法による投資利益 14 12

その他 139 165

営業外収益合計 674 909

営業外費用   

固定資産賃貸費用 22 24

その他 16 21

営業外費用合計 38 46

経常利益 6,353 5,526

特別利益   

固定資産売却益 1 9

特別利益合計 1 9

特別損失   

固定資産処分損 190 272

減損損失 76 297

その他 9 31

特別損失合計 276 601

税金等調整前四半期純利益 6,078 4,934

法人税等 2,357 1,914

少数株主損益調整前四半期純利益 3,721 3,020

少数株主損失（△） - △19

四半期純利益 3,721 3,039
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,721 3,020

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 16 13

為替換算調整勘定 - 0

その他の包括利益合計 16 13

四半期包括利益 3,738 3,034

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,738 3,053

少数株主に係る四半期包括利益 - △19
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、重要性が増した北京好麦道餐飲管理有限公司（中国）を連結の範囲に含め

ております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

前連結会計年度
（平成26年２月28日）

当第３四半期連結会計期間
（平成26年11月30日）

加盟店等　　　　　　　　　　　　　173百万円

（当社指定業者からの仕入等の債務保証）

加盟店等　　　　　　　　　　　　　172百万円

（当社指定業者からの仕入等の債務保証）

当社従業員　　　　　　　　　　　　　0百万円

（銀行借入債務保証）

当社従業員　　　　　　　　　　　　　1百万円

（銀行借入債務保証）

 

 

   （四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

 半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

 減価償却費 3,528百万円 3,515百万円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

　　 １．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月21日

取締役会
普通株式 955 25.00 平成25年２月28日 平成25年４月30日 利益剰余金

平成25年８月19日

取締役会
普通株式 955 25.00 平成25年８月31日 平成25年10月31日 利益剰余金

 

　　 ２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

　　　 日後となるもの

　　　　 該当事項はありません。

 

　　 当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年２月17日

取締役会
普通株式 955 25.00 平成26年２月28日 平成26年４月30日 利益剰余金

平成26年８月18日

取締役会
普通株式 955 25.00 平成26年８月31日 平成26年10月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ほっともっと

事業
やよい軒
事業

ＭＫレスト
ラン事業

計

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高

（その他営業収入を含

む）

92,737 17,971 2,638 113,347 － 113,347

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 92,737 17,971 2,638 113,347 － 113,347

セグメント利益 4,700 1,109 29 5,840 △123 5,716

（注）１　当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。

２　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ほっともっと

事業
やよい軒
事業

ＭＫレスト
ラン事業

計

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高

（その他営業収入を含

む）

91,626 20,583 2,415 114,625 － 114,625

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 91,626 20,583 2,415 114,625 － 114,625

セグメント利益 3,379 1,369 50 4,799 △135 4,663

（注）１ 当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ事業」から

 「ＭＫレストラン事業」に変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与

  える影響はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 97円39銭 79円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 3,721 3,039

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ―

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,721 3,039

普通株式の期中平均株式数（千株） 38,215 38,218

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 97円13銭 79円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） ─ ―

普通株式増加数（千株） 101 120

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

─ ─

 

２ 【その他】

中間配当

平成26年８月18日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 955,453,500円

(ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25円00銭

(ハ）支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・・平成26年10月31日

（注）平成26年８月31日の最終の株主名簿に記載された株主に対し支払いを行います。

 

EDINET提出書類

株式会社プレナス(E03200)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月７日

株式会社プレナス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 馬　　場　　正　　宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　　嶋　　　 敦　　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 甲　　斐　　祐　　二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プレナ

スの平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プレナス及び連結子会社の平成26年11月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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